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編修趣意書
（教育基本法との対照表）

　1．編修の基本方針
生産年齢人口の減少，グローバル化の進展，技術革新などによって，生活や社会の環境は大きく変わってきています。
そのような状況の中で，未来の大人には，自らの手で課題を解決できる力が求められています。本書は，以下のように，
技術に興味・関心を持ち，時代の変化に柔軟に対応できる力を育成することを目標に編集しました。

 ①　すべての内容項目を，１・２・３（４）章という共通の構成にしました。

 ②　実習では，技術の基礎・基本がしっかりと学べるようにしました。

 ③　実習の基礎技能を，別冊の「技術ハンドブック」にまとめました。

 ①　巻頭，巻末の見開きでは，社会で活躍する技術を見つけられるようにしました。

 ②　進路の選択を考えられるように，「先輩からのメッセージ」のコーナーを設けました。

 ③　各学校によって異なる，幅広い教室環境に対応できるように配慮しました。

 ①　伝統技術や日本の文化について考えられるコラムを多数設けました。

 ②　未来の社会像「Society5.0」の特集ページを設けました。

 ③　社会の発展と技術について，自ら考察できるようにしました。

幅広い知識と教養を身につけ，
創造性を培うことができる教科書

１

２

３

職業観，勤労観を重んじて，主体的に
社会の形成に参画できる力を育てる教科書

伝統と文化を尊重し，国際社会でも
通じる力を身につけられる教科書

受理番号 学校 教科 種目 学年
31-116 中学校 技術・家庭 技術・家庭（技術分野） 第一学年から第三学年

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名
６・教図 技術・702

技術・703 
　NEW 技術・家庭　技術分野　明日を創造する
　NEW 技術・家庭　技術分野　明日を創造する 技術ハンドブック



（２）

 ①すべての内容項目を，１・２・３章という共通の構成にしました。

 ②実習では，技術の基礎・基本がしっかりと学べるようにしました。

 ③実習の基礎技能を，別冊の「技術ハンドブック」にまとめました。

　１章「知識・技能」：生活や社
会の身近な技術を学びます。また
簡単な題材の製作によって基本的
な技能を学びます。

　２章「設計・計画」：設計・計
画の手順を学び，自ら技術による
問題の解決に取り組めるようにし
ました。

　３章「評価・活用」：技術のプ
ラスとマイナスを理解して，社会
の発展と自然の環境を守るための
重要性を学びます。

　手軽に持ち運べる別冊で，実
習をしながら各種技能や，工具
の安全な操作法などを確認する
ことができます。

　1章でかんたんな見本題材を製
作して基礎知識，技能を習得しま
す。２章では，それを活かして設
計・計画をします。
　また，複合的な題材を扱う編と
して，E編を設けております。

　一つひとつの題材の工程を丁寧
に解説しているので，生徒が理解
して考えながら実習できる構成に
なっています。

本の構成

読みやすさ
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1章 つくって学ぼう

私たちの身の周りにある製品や建造
物には，目的や利用場面に合わせて，
最適な材料が使われています。中でも，
加工しやすい木材，金属，プラスチッ
クは広く利用されています（ 1資料 ）。
これらの材料は，自然界にある天然
の資源を原料とし，私たちが利用しや
すいように加工して，つくり出してい
ます。また，新しい機能や特性をもっ
た材料の開発が行われ，私たちの豊か
な生活を支えています。

材料の技術

めあて 生活や社会で，材料が利用されている例を見つける。

キーワード 材料　 木材　 金属　 プラスチック　 加工

確認

材料を切ったり，削
けず

ったり，曲げたり，くっつけ
たり（接合）して製品や部品をつくることを加工と
いいます。材料の種類や加工の目的に合わせて，適
切な道具や工具，工作機械を用い，適切な加工法を
選ぶことが重要です（ 2資料 ）。

加工の技術

加工の技術を上
じょう
手
ず
に利用し

ていることにあります。

を用い，接合には解体修理が可能
なほぞ接合を採用し，さびにくく
丈夫な和

わ
釘
くぎ
を用いるなど，材料と湿の日本で1300年にわたって建

ち続けています。その秘密は，材
料に腐

くさ
りにくい木材であるヒノキ

奈良県にある法隆寺は，木
造にもかかわらず，高温多

法
ほ う

隆
りゅう

寺
じ

の建築技術 ヒノキ法隆寺（奈良県）

●木製の弁当箱
（秋田県産の曲げわっぱ）

●金属製の弁当箱
（新潟県燕

つばめ
市）

●プラスチック製の弁当箱

加工の過程製品の例

切り出し 曲げ 綴
と
じ接合

型
かた
抜
ぬ
き 成型 表面処理研

けん
磨
ま

成型 塗
と
装
そう

印刷仕上げ塗装

材料によって異なる加工法の例資料 2

身の周りで，木材，金属，プ
ラスチックが利用されている
製品を見つけてみよう。

例：机，ペンケース，シャープペンシルなど

●  木材を使った
　弁当箱
材料が軽い。
吸
きゅう
湿
しつ
性がある。

●  金属を使った
　弁当箱
傷がつきにくい。
丈
じょう
夫
ぶ
である。

●  プラスチックを
　使った弁当箱
電子レンジの使用
が可能（耐

たい
熱
ねつ
温度

の高いもの）。
劣
れっ
化
か
が比

ひ
較
かく
的早い。

金属

木材

プラスチック

弁当箱に使われる様々な材料資料 1

材料の技術と加工の
技術を見つけよう

1

加工法や道具の例を見つける。

ち が

加工法や道具の例は見つかりましたか。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

生活や社会で，材料が利用されている例は見つかりましたか。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

小学校・図画工作，理科
中学校・保健体育，理科
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１章 知識・技能
設計・計画２章
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じっくり学ぼう2章

ほ

設計のしかたを
知ろう

1

設計とは，製作品のはたらきなどを
考えて，形状などを具体化していく作
業のことです。私たちの身の周りにあ
る製品は，様々なことを考えて設計さ
れています。例えば，教室にある机は，
中学生の一般的な体格に合うか，教科
書とノートを広げられるか，丈

じょう

夫
ぶ

で長
持ちするかなど，その製品の利用場面
を想定して設計されています。

設計とは

めあて 設計の流れに沿って，問題を解決する手順を知る。
使用目的や使用条件に合う，製作品が設計できる。

キーワード 設計　 目的　 条件　 機能　 構造
材料　 問題　 構想図　 材料取り図　 部品図

私たちが設計をするときは，まず，
問題を発見し，その製作品を使用する
目的や使用の条件を考えます。そして，
それに合う機能や，構造，材料などを
検討し構想を具体化します。そして，
検討した構想を図や表にかき表して，
設計図をまとめます（ 資料　‐資料　‐資料　‐3 ）。

設計の手順

設計の手順資料 3

からくり人形と設計図資料 1

設計図の例資料 2

● 生活の中で，こうした
いという願いや問題を
見つける。

● 何を，何のためにつく
るのか，どんな条件を
満たす必要があるかを
確かめ，大まかな機能
や構造を考える。

● 材料を選び，寸法や形
状，部品の組み合わせ
方，加工法などを細か
く決めていく。

● 全体の形状や寸法を構
想図に，部品の形状や
寸法を部品図や材料取
り図にまとめていく。

● 作業の計画を立てる。

　私たちが生活しているうえで，困っ
ていることや，不便を感じていること，
さらにこうしたいと思うことを問題と
いいます（ 資料 4 ）。問題をどうやっ
て解決できるかを考えることで，製作
品の設計を具体化しやすくなります。

製作品を使う目的の例資料 5

身近な問題例資料 4

条件の検討例資料 6

● 製作上の条件の例
□授業の時間内で製作できるか
□技術室の工具や機械で製作で
きるか

□予算内に収まるか
□先生が示した条件にあてはま
るか

● 使うときの条件の例
□いつ，だれが，どこで使うか
□どんな場面や環

かん
境
きょう
で使うか

 などの検討をする。

●江戸時代の茶運び人形と設計図

はち う

かざ

き

①

③

②

設計をまとめる構想を具体化する目的や条件をもとに
構想を考える　1 3 42問題を発見する

ス
テ
ッ
プ

目的や条件をもとに構想を考える
　問題を解決するためには，まず，製
作品を使う目的や条件を明確にします。
そうすることで，製作品の機能や構造，
形や大きさなどを決めやすくなります
（ 資料　・5 6 ）。

2
ス
テ
ッ
プ

問題を発見するス
テ
ッ
プ

1
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小学校・算数，図画工作
中学校・社会，理科　A編 第1章
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木材
を加工する技術

金属材料
を加工する技術

プラスチック材料
を加工する技術

複数の材料を使用
して加工する技術

木目がきれいで肌
はだ
触
ざわ
りが

よい。
 一般的な手工具でも加工
がしやすい。

木材の切断 金属板を曲げる 機械部品への穴あけ 再生タイヤの製造

工具や加工機械を使って，
様々な形のものをつくる
ことができる。

 金属や木材より安価に大
量生産することができる。
様々な色や形のものをつ
くることができる。

 計測や実験などから用
よう
途
と

に合う材料を選び，組み
合わせることで，機能性
を高めた製品をつくるこ
とができる。

 湿度により伸
の
び縮みする

ので,その処理が必要に
なる。
 大きな製品をつくるには，
工作機械を使う必要があ
る。

 さびについてのメンテナ
ンスが必要である。
 大きな製品やかたい材料
の加工には，機械を使う
必要がある。

 形が変化しやすく，燃え
やすいので管理が必要で
ある。
 プラスチック製品などの
不法投

とう
棄
き
が，海洋汚

お
染
せん
な

どの環境問題の原因にな
っている。

 様々な材料でつくられて
いるので，リサイクルし
にくい。
 様々な工具や技術・経験
が必要である。

技
術
の
例

プ
ラ
ス
面
の
例

マ
イ
ナ
ス
面
の
例

材料と加工の技術のプラス面とマイナス面の例資料 2

技術のプラス面とマイナス面

めあて 学習をふり返り，材料と加工の技術の，
これからの未来における役割や影

えい

響
きょう

，
誠実な生かし方を考える。

社会の発展と
材料と加工の技術

これまで学習してきたように，材料や加工の技術は，
私たちの生活や社会を豊かにするために，幅広く利用さ
れています。また，強度と軽さを兼

か
ね備えた炭素繊

せん
維
い
強

化プラスチッ
1

ク（CFRP）などの新しい材料や，３Dプ
リンタ，超音波加工機などの新しい加工法が，日々研究
され，開発されています（ 資料 1 ）。
一方で技術は，生活や社会，自然環

かん
境
きょう
に影響を及

およ
ぼす

ことがあります。これまで広く使われていた技術にマイ
ナス面が見つかったり，新しく開発された技術によって，
新たな問題が引き起こされたりしています。
私たちは，材料や加工の技術のプラス面とマイナス面

を客観的な事実に基づいて見極め，技術はどうあるべき
か，生活や社会にどのような技術を取り入れていくべき
かを考えていくことが大切です（ 資料 2 ）。

１章や２章で実習したことを思い出して，次の表をまとめよう。

例）
ねじ（木ねじ）で木材を
接合する技術

 組み立てが失敗したときに簡単にや
り直すことができる。
 同じ長さのくぎよりも強い力で接合
することができる。

 ねじの十字穴の大きさに合わないねじ
回しでねじを回すと，十字穴が削られ
てしまう。

新しい加工の技術の例資料 1

●最
さい
先
せん
端
たん
の切
せっ
削
さく
加工

米
こめ
粒
つぶ
の表面に微細な加工

を行った例。

● 3Dプリンタ

設計データから直接製品をつくること
ができる。

●超音波加工

超音波を用いて切断する超音波加工機
（小型のカッタ）。

実習した技術 プラス面 マイナス面

中学校・社会，理科
総合的な学習（以下「総合」）
A編 第1・2章

炭素繊維と樹脂を複合した材料。鉄に
比べて約10倍の強さで，約４分の１
の軽さである。
飛行機や自動車の車体など，幅広く利
用されている。

炭素繊維強化プラスチック
（CFRP）
1

資源を大切にするため循
じゅん

環
かん

させる技術「3R」
● Reduce（リデュース）
使用済みになった製品を，
なるべくゴミとして廃棄し
ないように，製造すること。

● Recycle（リサイクル）
再使用ができずに廃棄した
製品を，再生資源として再
度利用すること。

● Reuse（リユース）
使用済みになった製品でも，
再度使用できるものは廃棄
しないで使用すること。

3R

減量
Reduce

再生
Recycle

再利用
Reuse

環境
共生 消費

者
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つくって学ぼう
1章

部品表

170

100

1
3
2

①
②③

320

132

切断線
仕上がり寸法線

160
20
4

1
0
0

t10

題材例 正確につくろう
不思議な本立て

材料取り 部品加工 組み立て 仕上げ
1 2 3 4

けがき1
切
せ っ

削
さ く5

接合8 9 10
表面みがき11

切断3 4

2

1

検査6

下穴あけ
7

塗
と

装
そ う12

材料から部品を
取り出す。

ハンドブック
　p2～5 ハンドブック

　p6～8 ハンドブック
　p10，11 ハンドブック

　p12，13

●その他の材料
・くぎ（N19） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .2本・ 十字穴つき皿木ねじ
（呼び径（ 1）2.1mm，長さ25mm） . . . . .3本・ 接着剤

部品を完成させる。 部品を組み合わせる。 作品として完成させる。

　木材の特性で学んだ「繊
せん

維
い

方向」に注目してみましょう。上から荷
か

重
じゅう

がかかったときに，AよりBの方が丈夫なつくりにすることができます。

どちらがより丈夫なつくりになるかな？

照合番号 部品名 材料 仕上がり寸法（厚さ×幅×長さ）mm 数量
木材① 側板 パイン集成材 10×100×132 1
木材② 底板 〃 10×100×160 1
木材③ 脚

あし

〃 10× 20×100 1

さしがね

さしがね

紙やすり

消しゴム

接
せっ

着
ちゃく

剤
ざい

弱い

荷重

強い

荷重

クランプ 卓上
ボール盤

ばん

鉛
えん

筆
ぴつ

刷
は

毛
け

だ いじょう ぶ

構想図

しくみの理解

材料取り図

金属

プラスチック

木材

めあてめあて

題材例①，②のいずれかに挑
ちょう
戦
せん
しましょう。簡単な作品づくりの中にも，基本的な技能が詰

つ
まっています。

（集成材の場合）

（題材例①，②共通）材料の特性に合わせた加工法と手順を知る。材料の特性や加工の目的に合わせて，正確に加工できる。

5 つくってみよう

授業目安 2，3回

授業目安 1，2回
授業目安 1，2回

授業目安 1，2回

のこぎり
（両刃）

木工やすり

クランプ

げんのう

ねじ回し

A
B

①側板

②底板

③脚

製作の手順

①
②③

※切りしろを4mmとる。

※製作する前に必ず確認しましょう。

p311

組み立て図

②
①

③

26

27
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姿勢

けがいた線に沿って切断します。
刃
は

物
も の

の扱
あつか

いは，十分に気をつけましょう。

❶材料を工作台やイスに，
クランプでしっかり固定
する。

❷指の関節をのこ身に当
て，引きみぞを正確に切
り込む。

❸のこぎりを前後に動か
すが，手前に引くときに
軽く力を入れる。

かたい板，厚い板の場合

標準

30°

やわらかい板，
薄い板の場合

ひきこみ
　角度

❹木が欠けないように，
机からはみ出している側
を友だちに支えてもらう。

先

もと

のこ身

刃わたり

のこぎり

のこぎりの刃先は交
こう
互
ご
にふり分けて曲げてある。こ

れを「あさり」と呼ぶ。あさりによって，のこ身の
厚さよりも幅の広い引きみぞができるので，摩

ま
擦
さつ
が

小さくなり，切りくずを外に出しやすくなる。● 横びき用の刃
繊
せん
維
い
を横断して

離
はな
す。

● 縦びき用の刃
繊維に沿って切
り離す。

　材料をしっかり固定し，のこ身と顔
の中心が一

いっ
致
ち
するように，のこ身を真

上から見て構える。
　手前に引くときに軽く力を入れ，押

お

すときに力を抜
ぬ
く。刃わたりの全体を

使ってリズムよく切る。

● 切り終わりの勢いで手や
足を切らないように，切り
終わりを注意する。

安全

首 ❶テーブルの穴に刃を通し，
下部刃どめに固定する。調
整ノブを押さえながら，上
部刃どめに固定する。

❷材料を上から押さえて，
ゆっくりとけがき線に沿っ
て材料を移動させる。

糸のこ盤
ば ん

弓のこ プラスチック
カッタ

材料を両手でしっかりと
テーブルの上に押さえ，
顔や頭を近づけすぎない。

● 刃が曲がって切り込んだ場合は，刃が折
れやすくなる。引き抜いて，別の場所から
切り始める。● 切断中は，刃や材料が摩擦
で熱くなるので気をつける。

● 刃の進行方向に手を置かない。● 切断面
は鋭

するど
くなるので手で触

さわ
らない。● 人にプラ

スチックカッタを渡
わた
すときは刃を向けない。

糸のこ刃の向き
に注意！

のこ身の厚さ（0.5mm）

引きみぞの幅（0.8mm）

安全

● 刃がしっかり固定されているか確認する。● 切りくずや折れ
た刃の破片が飛び散ることがあるので，保護眼鏡を着用する。
● 両手で押さえられない小さな材料は切断しない。

安全

安全

❶

❷

❸

刃の比較

姿勢

あさり

作業手順

作業手順

押すときに力を入れる。

姿勢

材料をしっかり万力で固
定する。材料に傷がつか
ないように当て材をする。
柄とフレームを両手でし
っかり持つ。体全体で押
すように，まっすぐに切
る。

作業手順

❶切断線に鋼尺をあてて，切
れ刃で板厚の１／３くらいみ
ぞをつける。

作業手順

切
せっ
削
さく
油を使うと，

摩擦が減り切り
やすくなる。

押す方向
（切れる方向）

背は切断面を削
けず
るのに使用。

切れ刃はみぞを切るときに使用。

調整ノブ

上部刃どめ金具 糸のこ刃

テーブル

下部刃どめ金具

取りつけねじ のこ刃

フレーム

柄
え

上下を入れ替える

残す

残りを切る

❷工作台のかどを利用して，
軽く力をかけて割る。
❸カッタの背で，切断面を平
らに削る。

背

切れ刃

かたい板や厚板の場合はのこぎりを
３０°より立てて引く。

切断

かたい板，
厚い板の場合

標準

引き込み
角度
30°やわらかい板，

薄
うす
い板の場合

●片刃のこぎり
　の場合

● 両刃のこぎり

基礎
技能

柄
え

4 5

技術ハンドブック
p4,5

教科書本紙
p26.27

A

つ
く
っ
て
学
ぼ
う

章
1

じ
っ
く
り
学
ぼ
う

章
2

学
び
を
深
め
生
か
そ
う

章
3

材
料
と
加
工
の
技
術

編

つくって学ぼう1章

部品表

170

100

1
3
2

① ②③

320

132

切断線 仕上がり寸法線

16020
4

1
0
0

t10

題材例 正確につくろう

不思議な本立て

材料取り 部品加工 組み立て 仕上げ1 2 3 4
けがき1 切

せ っ

削
さ く

5 接合8 9 10 表面みがき11

切断3 4

21

検査6

下穴あけ
7

塗
と

装
そ う

12

材料から部品を
取り出す。

ハンドブック
　p2～5

ハンドブック
　p6～8

ハンドブック
　p10，11

ハンドブック
　p12，13

●その他の材料
・くぎ（N19） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2本
・ 十字穴つき皿木ねじ
（呼び径（ 1）2.1mm，長さ25mm） . . . . . 3本
・ 接着剤

部品を完成させる。 部品を組み合わせる。 作品として完成させる。

　木材の特性で学んだ「繊
せん
維
い
方向」に注目

してみましょう。上から荷
か
重
じゅう
がかかったと

きに，AよりBの方が丈夫なつくりにする
ことができます。

どちらがより丈夫な
つくりになるかな？

照合番号 部品名 材料 仕上がり寸法（厚さ×幅×長さ）mm 数量

木材① 側板 パイン集成材 10×100×132 1

木材② 底板 〃 10×100×160 1

木材③ 脚
あし

〃 10× 20×100 1

さしがね

さしがね

紙やすり

消しゴム
接
せっ

着
ちゃく

剤
ざい

弱い

荷重

強い

荷重

クランプ
卓上
ボール盤

ばん

鉛
えん

筆
ぴつ

刷
は

毛
け

だ いじょう ぶ

構想図

しくみの理解

材料取り図

金属

プラスチック

木材

めあてめあて

題材例①，②のいずれかに挑
ちょう
戦
せん
しましょう。簡単な作品

づくりの中にも，基本的な技能が詰
つ
まっています。

（集成材の場合）

（題材例①，②共通）
材料の特性に合わせた加工法と手順を知る。
材料の特性や加工の目的に合わせて，正確に加工できる。

5 つくってみよう

授業目安 2，3回授業目安 1，2回授業目安 1，2回授業目安 1，2回

のこぎり
（両刃）

木工やすり

クランプ

げんのう

ねじ回し

A B

①側板

②底板

③脚

製作の手順

① ②③

※切りしろを4mmとる。

※製作する前に必ず確認しましょう。

p311

組み立て図

② ①

③

26 27

幅広い知識と教養を身につけ，
創造性を培うことができる教科書１

▲ p12,13

▲ p26,27

▲

▲

▲ p36,37

▲ p72,73

評価・活用



（３）

 ①巻頭，巻末の見開きでは，
　 社会で活躍する技術を見つけられるようにしました。

 ②進路の選択を考えられるように，
　 「先輩からのメッセージ」のコーナーを設けました。

 ③各学校によって異なる，効果的な教室環境・学校環境づくりを提示しました。

　中学校の技術の授業を経験した後に，専門的な
勉強ができる高等学校に進学した先輩のインタ
ビューを掲載しました。

　多様な生徒の実態に対応できる
よう，教室環境を整える必要があり
ます。どんな教室の環境でも授業が
できるように配慮しました。

職業観，勤労観を重んじて，主体的に
社会の形成に参画できる力を育てる教科書

皆さんが生活している社会は，様々な技術によって支えられています。
どのような技術が利用されているのか探してみましょう。

技術（Technology）を見つけよう！

●「技術って何かな？」
　思いつくことを
　かいてみよう

1 2

未来
社会

創造しよう！

の

を

中学校を卒業した後でも，技術を学ぶ方法はたくさんあります。社会や産業で
使われている技術に目を向けたり，新たな技術を体験してみたりして，技術の上
手な使い方を考えながら生活をしてください。この３年間の技術分野での学習を，
私たちの未来にぜひ生かしましょう。

社会の中では徐
じょ
々
じょ
にドローンが

使われてきているね。少ないエ
ネルギーで動くことができるん
だ。見たことあるかな？

リアルタイムでお医者さ
んの診

しん
断
だん
を受けたいね。

症状が重くなる前に手当
てができるといいな！

３年間で学んだことをふり返って，
技術とどう向き合うかを書いてみましょう！

安定してエネルギーが
供給できて，その地域
で生み出して使い切る
地産地消ができるとい
いね。余ったらほかの
地域にも分けられると
いいな。

● この教科書で学んだことで，
　こんなことが印象的だったかな！

● 未来には，こんな技術があったらいいな！

自動で走るタクシーが
できるかもしれないん
だって！　人手不足を
解消できるかもしれな
いね。

様々な作業の自動化

より住みやすい町づくり

5 6

　はじめの見開きでは，小学校までの学習をふり返りながら，生活の
中の身近な技術を探せる仕組みになっています。そして，3年間の学習
を終えた後には，これまでの学習をふり返り未来に視線を向けます。

東京都立 瑞
み ず

穂
ほ

農芸高等学校

畜産
Q

水産 神奈川県立
海洋科学高等学校

● 子どものころから海に興味があり，中学
生になって，海洋環境を学びたいと思い
ました。

● 将来は海洋科学関係の大学へ進学を目指
しているため，この高校を選びました。

この学校を選んだ理由は？Q

● 海洋生物の研究職や海洋研究開発機構
（ジャムステック）などに興味があります。
● イルカのトレーナーの仕事に就

つ
きたいと

思っています。

卒業後の進路は？Q
● 実習が多く，経験から知識が学
べ，それを生かせる学校ですの
で楽しいですよ。

● この学校では，多くのことを自
分で経験できるので，納得でき
る学習ができています。

中学生の皆さんへ

２

▲口絵１，２（最初の見開き）

▲ p284,285

p8,9

▲

▲口絵５，６（最後の見開き）

車いすでも
作業したいな!

悩み

2
花
か
壇
だん
の高さを上げたり，

足が入るスペースを確
保したりする工夫をし
てみよう。

作業の順番が
分からなく
なりそうだな!

悩み

3

工具の位置をわかりやすいよ
うに決めておくと，必要な用
具をすぐに探せるし，片づけ
も速く正確にできるよ。

きちんと片づけられるかな？

工具を使うのが
苦手だな!

悩み

1 愛知県立一宮東特別支援学校



（４）

 ①未来の社会像「Society5.0」や，SDGs について取り上げています。

 ③社会の発展と技術について，自ら考察できるようにしました。

 ②伝統技術や日本の文化について考えられるコラムを多数設けました。

　各内容項目の章末では，技術のプラス面・
マイナス面を考察します。

伝統と文化を尊重し，国際社会でも
通じる力を身につけられる教科書

SOCIETY

5.0
情報社会

4.0
工業社会

3.0
農耕社会

2.0
狩
し ゅ

猟
りょう

社会

1.0

生体情報

人工知能（AI）

D
温湿度
環境情報

D
温湿度
環境情報

A
顔画像

B
音声

C
脈派

ビッグデータ

室内環境調整

これまでの社会では，仕事の
内容や行動範

はん
囲
い
に制約があり

ました。ロボットなどの技術
で，人の創造力や活動能力が
広がります。

これまでの社会では，必要な
情報の検索・分

ぶん
析
せき
が十分にで

きず，活用能力を必要として
いました。人工知能（AI）に
より，必要な情報の分析が可
能になり，適切な判断・実行
ができるようになります。

これまでの社会では，知識・情報の共有，連
携が不十分でした。IoTで人とモノがつなが
り，新しい価値が生まれます。

これまでの社会では，知識・情報の共有，連

の利用

IoT
IoTで生まれる新たな価値

情報の取捨選
せ ん

択
た く

Internet of Things

の利用

ロボット

ロボットや自動走行車
などの技術で人の可能性が

広がる

robot / Autonomous

の利用

AI
人工知能により必要な情報が

必要なときに提供

Artificial Intelligence

人間が操作しなくても，自動で車が走行する。 

人工知能が自動的に冷蔵庫の中身を確認して, 不足分を注文し
たり, 献

こん
立
だて
を提案したりする。

人や室内環境の情報
を収集し，室温，湿
度，風量などを自動
的に調節する。

デジタル空間
情報が蓄積されたビッグデータを
AIが分類・整理し判断する。

リアル空間
現実社会の膨

ぼう
大
だい
なデータをIoTに

より収集する。

人工知能（AI）

ビッグデータ

IoT

ロボットが荷物を仕分ける。

スマートスピーカ

121

３

p120,121

p182

p91

▲ p115

p35

▲

▲

▲

▲

グローバルで2030年までに解決すべき17の環
かん
境
きょう
・社会課題

（2015年国連採択）。企業も主体的な関わりを期待されている。

持続可能な開発目標（SDGs）

持続可能な社会と企業の成長
Sustainability

● 企業
　コンプライアンス遵守
● 経営の透明性
● 公正なサプライチェーン
● 情報開示の促進 など

Governance
● CO₂排

はい
出
しゅつ
量の削減

● 生物多様性の保護
● エネルギー使用量の削減
● 化学物質の管理　など

Environment

持続可能な開発目標（SDGs）

● 人権問題への対応
● 地域社会との連携と貢献
● 労働者の権利への配慮
● 安全性への配慮　など

Society

　現在の情報社会（Society4.0）の
次に来るであろう社会「Society5.0」
について，教科書で学習した技術が，
この先どのように社会で生かされるか
を考えさせます。

　持続可能な社会を目指すた
めに，SDGs についても取り
上げています。

１章や２章で学習したことを思い出して，次の表をまとめよう。

例）
養液栽培の技術

 土を使わずに，容器
と培

ばい
養
よう
液だけで栽培

できる。
 狭
せま
いスペースで栽培

できる。室内でも栽
培しやすい。

  培養液は薬品なので，
処理に注意が必要で
ある。
  葉菜類は栽培できる
が，根菜類はまだ栽
培できない。

実習した技術 プラス面 マイナス面

津
つ
田
だ
カブ（島根県）

青ナス（埼玉県）

札
さっ
幌
ぽろ
大玉キャベツ

（北海道）

赤ネギ
（茨城県）

かつお菜（福岡県）

地域の伝統野菜

聖
しょう
護
ご
院
いん
ダイコン

（京都府）

伝統
文化

30～50㎝

家庭分野

ビニルハウスで
栽培する技術

生物の育成を
機械化する技術

水産生物を
養殖する技術

情報の技術を
活用する技術

 温度管理，水分管理，土
ど

壌
じょう
管理や肥料管理がしや

すく，均一で高品質の作
物を栽培できる。
 気候に左右されず安定し
た生産ができる。
 害虫の侵

しん
入
にゅう
を防ぎ，薬品

の使用を少なくできる。

 生産管理と衛生管理がし
やすいので，均一で高品
質の生物を育成すること
ができる。
 作業が能率的にできるた
め，耕作面積を大きくし
たり，飼育頭数を増やし
たりできる。

 育てる環境を安定化する
ことで，水産生物の生産
性や品質が向上する。
 稚魚を育てる環境の調節
をすることで、生産期間
の短期化や出荷時期の調
整などが可能になる。

 作物の特性をより生かし
た育成管理が取り組みや
すくなる。
 労力を減らしながら，生
産性を高められる。
 農業に魅

み
力
りょく
が生まれ，新

たな農業の担
にな
い手を増や

すことが期待できる。

 施
し
設
せつ
を設置する費用や燃

料代がかかり，作物の価
格が高くなる。
  同じハウス内で作物を続
けて栽培すると，連作障
害になりやすい。
  台風や突風，大雪のよう
な気象によって，倒

とう
壊
かい
す

る場合がある。

 はじめに機械や設備など
に多くの費用が必要で，
経済的な負担が大きい。　
  機械化で大量の生物を育
成する場合，ウイルスな
どによる被害が大きくな
る。

  施設の設置や設備を維
い
持
じ

管理するコストがかかる。
  餌
えさ
の過

か
剰
じょう
な投与により水

質汚
お
だくになる可能性が

ある。
 限られた親から生まれる
子ばかりとなり，特性が
偏
かたよ
る。

  ドローンなどの情報機器
の導入と維持管理するコ
ストがかかる。
  情報セキュリティがしっ
かりしていないと，生産
情報が盗

ぬす
まれやすい。

技
術
の
例

プ
ラ
ス
面
の
例

マ
イ
ナ
ス
面
の
例

生物育成の技術のプラス面とマイナス面の例資料 4

適期を見
み

極
きわ

め，
ロボットで収

しゅう

穫
かく

日本の伝統技術
― 箱根寄

よ せ

木
ぎ

細
ざ い

工
く

 ― 神奈川県小田原市で伝統の技術を守りながら，
現代に合った作品に挑戦している。

露木 清勝さん ● 寄木細工職人

う接着剤を使ってつくりました
が，今はみなさんが使う機械や
工具，酢酸ビニル接着材を使用
する方法でつくっています。技
術は時代とともに変わってきま
したが，地域の材料を使った技
法は，伝統技術として大事に引
き継がれています。
　経済産業大臣が指定する伝統
的工芸品（ 資料 2 ）は，全国に
232あります。中学生の皆さん
も，自分の住む地域の材料を上

伝 統工芸品の寄木細工は，
昔は手工具やにかわとい

手に使った伝統工芸品を調べて
みて，面白い加工の技術を発見
してみてください。

寄木の
代表的な作品。

寄木細工ができるまで
❶丸のこ盤

ばん
で種木

という部品をつ
くる。丸のこの
刃
は
に対して斜

なな
め

にする。

❷肌
はだ
色
いろ
の違

ちが
う木材

を寄せ合わせ種
木という部品を
つくる。

❸種木を平かんな
で薄

うす
く削

けず
る。今

は機械で削るこ
とが多い。

❹箱などに薄い寄
木を接着剤で貼

は

る。角の処理が
難しい。

伝統
文化

　日本の伝統野菜や，箱根寄せ木細工の職人な
ど，日本の伝統文化と技術の関係を学ぶことが
できます。また，「技ビト」などのコラムでも，
伝統について扱っています。
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　２．対照表

図書の構成・内容 該当箇所 特に意を用いた点や特色
共通 設計・計画 p36,92,156,220,246 個人の価値を尊重して，創造性を培い，自主及び自律の精神を養うために，すべ

ての内容項目で設計・計画の流れを示しました。（第２号）
「技ビト」
「スゴ技」

p21,35 など 職業及び生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養うために，箱根細工の
職人や，筋電義手の開発など，さまざまな分野で活躍する方からのメッセージを
掲載しました。（第２号）

「リンク」
マーク

全体 幅広い知識と教養を身につけ，真理を求める態度を養うために，他教科や小学校
など，ほかの学習との関連を示す「リンク」マークを掲載しました。（第１号）

ガイダンス p6,7 個人の価値を尊重して，創造性を培い，自主及び自立の精神を養うために，問題
解決的な技術を掲載しました。（第２号）

p8,9 男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずる態度を養うために，共同して作業しや
すい環境づくりを掲載しました。（第３号）

A編
材料と加工の技術
　1章
　2章
　3章

p12 幅広い知識と教養を身につけ，自主及び自律の精神を養うために，生徒の身近に
あるであろう弁当箱を掲載しました。（第１号，第２号）

p38,39,61,67,68,69 個人の価値を尊重して，創造性を培い，自主及び自立の精神を養うために，課題
解決学習に適した実習題材を掲載し，製作品の例示を多く載せ，工夫・創造する
力を育てることを目指しました（第３号）。

p36-43 個人の価値を尊重して，創造性を培い，自主及び自立の精神を養うために，問題
解決の手順を丁寧に示すことで，問題解決的な能力を育むことを目指しました
（第２号）。

B編
生物育成の技術
　1章
　2章
　3章

p84,85 職業及び生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養うために，農場や林業
の施設の見学ついて学習できることを目指しました（第２号）。

p91 幅広い知識と教養を身につけ，真理を求める態度を養うために，日本の各地域の
特産となっている伝統野菜を紹介しました（第１号）。

p113 個人の価値を尊重して，創造性を培い，自主及び自立の精神を養うために，作物
の品種改良の技術を紹介し，技術の知的財産の保護について学習できることを目
ざしました（第２号）。

特集　Society5.0 p120,121 環境の保全や，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うために，
「Society5.0」を紹介しました。（第 5号）

C編
エネルギー変換の技
術
　1章
　2章
　3章

p142,143 幅広い知識と教養を身につけ，真理を求める態度を養うために，エスカレータの
技術の工夫について考え，技術の力によって問題を解決できることの大切さを示
しました（第１号）。

p144,145 個人の価値を尊重して，創造性を培い，自主及び自立の精神を養うために，自転
車や蛍光灯，電池などの身近な製品の保守・点検の技術を取り上げ，技術を適切
に評価し活用する能力の育成を目指しました（第３号）。

p152,153 幅広い知識と教養を身につけ，真理を求める態度を養うために，様々な発電技術
の特徴を示すことで，社会的・環境的・経済的な視点で技術を評価し，活用する
能力を育成することを目指しました（第１号，第３号）。

D編
情報の技術
　1章
　2章
　3章
　4章

p198-201 個人の価値を尊重して，創造性を培い，自主及び自立の精神を養うために，スマー
トフォンやタブレットなど，生徒の身近な製品を取り上げ，情報モラルや情報セ
キュリティを示しました（第２号）。

p202,203 個人の価値を尊重して，創造性を培い，自主及び自立の精神を養うために，ネッ
ト依存に関する依存度のチェック表を載せ，生徒が安全に情報機器を利用できる
ように配慮しました（第１号，第３号）。

p208-213 幅広い知識と教養を身につけ，自主及び自律の精神を養うために，プログラミン
グに関する特集ページを設け，その必要性を示しました（第１号，第２号）。

E編
夢をかなえる技術

p272-283 個人の価値を尊重して，創造性を培い，自主及び自立の精神を養うために，これ
までの学習の総括として，領域を横断した製作品に挑戦して，工夫・創造するこ
との大切さを示しました（第２号）。

ファイナル 口絵 4 伝統と文化を尊重し，我が国と郷土を愛する態度を養うために，「博物館に行っ
てみよう！」で，見学レポートに取り組ませ，生活の中から技術を発見できるよ
うに意識しました（第２号，第３号，第４号）。

口絵 5,6 環境の保全や，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うために，未来の社会
をイメージを示して，これからの未来を創造する生徒たちに改めて技術と社会の
関わりを想像させることを意識しました（第４号，第５号）。

技術ハンドブック 別冊全体 幅広い知識と教養を身につけ，真理を求める態度を養うために，基礎技能を参照
できるように，本紙よりもさらに詳しい手順や安全について示し，自ら状況を解
決できる能力を育めるように意識しました（第１号）。
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①学力の三つの柱との対応した章立て

③読みやすい工夫

②授業の流れが見える紙面
「見つける」→「学ぶ」→「ふり返る」という学習の流れを ”３ステップ ”で明確にすることで，
生徒が本文を読み進めやすく，技術の見方・考え方を養うことができるようになりました。

教科書内の，A,B,C,D 編と１，２，３章の構成が，「学力の三つの柱」と対応しています。

□見やすさ・情報量，机のサイズを考慮した判型（縦長）
　にしました。（264・203mm）
□文字サイズ：音読がしやすいように，大きくしま
　した。（従来より２０％アップ）
□本文を，なるべく３文で構成し読みやすく，理解し
　やすいようにしました。

□重要語句：学習内容の重要語句の視認性を上げるた
　めに，青太文字にしました。
□資料マーク：本文を補足する資料が一目で把握でき
　るように，黄色のマークにして目立つにようにしま　
　した。

その１. 授業が展開しやすい教科書

A

つ
く
っ
て
学
ぼ
う

章
1

じ
っ
く
り
学
ぼ
う

章
2

学
び
を
深
め
生
か
そ
う

章
3

材
料
と
加
工
の
技
術

編

1章 つくって学ぼう

私たちの身の周りにある製品や建造
物には，目的や利用場面に合わせて，
最適な材料が使われています。中でも，
加工しやすい木材，金属，プラスチッ
クは広く利用されています（ 1資料 ）。
これらの材料は，自然界にある天然

の資源を原料とし，私たちが利用しや
すいように加工して，つくり出してい
ます。また，新しい機能や特性をもっ
た材料の開発が行われ，私たちの豊か
な生活を支えています。

材料の技術

めあて 生活や社会で，材料が利用されている例を見つける。

キーワード 材料　 木材　 金属　 プラスチック　 加工

確認

材料を切ったり，削
けず

ったり，曲げたり，くっつけ
たり（接合）して製品や部品をつくることを加工と
いいます。材料の種類や加工の目的に合わせて，適
切な道具や工具，工作機械を用い，適切な加工法を
選ぶことが重要です（ 2資料 ）。

加工の技術

加工の技術を上
じょう
手
ず
に利用し

ていることにあります。

を用い，接合には解体修理が可能
なほぞ接合を採用し，さびにくく
丈夫な和

わ
釘
くぎ
を用いるなど，材料と湿の日本で1300年にわたって建

ち続けています。その秘密は，材
料に腐

くさ
りにくい木材であるヒノキ

奈良県にある法隆寺は，木
造にもかかわらず，高温多

法
ほ う

隆
りゅう

寺
じ

の建築技術 ヒノキ法隆寺（奈良県）

●木製の弁当箱
（秋田県産の曲げわっぱ）

●金属製の弁当箱
（新潟県燕

つばめ
市）

●プラスチック製の弁当箱

加工の過程製品の例

切り出し 曲げ 綴
と
じ接合

型
かた
抜
ぬ
き 成形 表面処理研

けん
磨
ま

成形 塗
と
装
そう

印刷仕上げ塗装

材料によって異なる加工法の例資料 2

身の周りで，木材，金属，プ
ラスチックが利用されている
製品を見つけてみよう。

例：机，ペンケース，シャープペンシルなど

●  木材を使った
　弁当箱
材料が軽い。
吸
きゅう
湿
しつ
性がある。

●  金属を使った
　弁当箱
傷がつきにくい。
丈
じょう
夫
ぶ
である。

●  プラスチックを
　使った弁当箱
電子レンジの使用
が可能（耐

たい
熱
ねつ
温度

の高いもの）。
劣
れっ
化
か
が比

ひ
較
かく
的早い。

金属

木材

プラスチック

弁当箱に使われる様々な材料資料 1

材料の技術と加工の
技術を見つけよう

1

加工法や道具の例を見つける。

ち が

加工法や道具の例は見つかりましたか。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

生活や社会で，材料が利用されている例は見つかりましたか。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

小学校・図画工作，理科
中学校・保健体育，理科

5

5

10

12 13

編修趣意書
（学習指導要領との対照表）

　1．編修上特に意を用いた点や特色

（１）
知識・技能

（２）
思考力・判断力・表現力

（３）
学びに向かう力

ステップ２．学ぶ
　本文は単元の学習内容の
要点をまとめて読みやすく
しました。

ステップ３．ふり返る
　「めあて」に対応したふ
り返りを設定することで，
単元の習得度合を自ら確
認できるようにしました。

ステップ１．見つける
　生徒同士や，生徒と先生
の対話で，その単元を学習す
る上で生徒が興味・関心
をいだくであろう内容を配
しました。

A,B,C,D 編　1章 A.B,C 編　２章
　　　D編　2，3章

A,B,C 編　３章
　D編　４章

受理番号 学校 教科 種目 学年
31-116 中学校 技術・家庭 技術・家庭（技術分野） 第一学年から第三学年

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名
６・教図 技術・702

技術・703  
　NEW 技術・家庭　技術分野　明日を創造する
　NEW 技術・家庭　技術分野　明日を創造する 技術ハンドブック
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A

つ
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っ
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学
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う

章
1

じ
っ
く
り
学
ぼ
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章
2

学
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そ
う
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材
料
と
加
工
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編

つくって学ぼう1章

部品表

170

100

1
3
2

① ②③

320

132

切断線 仕上がり寸法線

16020
4

1
0
0

t10

題材例 正確につくろう

不思議な本立て

材料取り 部品加工 組み立て 仕上げ1 2 3 4
けがき1 切

せ っ

削
さ く

5 接合8 9 10 表面みがき11

切断3 4

21

検査6

下穴あけ
7

塗
と

装
そ う

12

材料から部品を
取り出す。

ハンドブック
　p2～5

ハンドブック
　p6～8

ハンドブック
　p10，11

ハンドブック
　p12，13

● その他の材料
・くぎ（N19） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2本
・ 十字穴つき皿木ねじ
（呼び径（ 1）2.1mm，長さ25mm） . . . . . 3本
・ 接着剤

部品を完成させる。 部品を組み合わせる。 作品として完成させる。

　木材の特性で学んだ「繊
せん
維
い
方向」に注目

してみましょう。上から荷
か
重
じゅう
がかかったと

きに，AよりBの方が丈夫なつくりにする
ことができます。

どちらがより丈夫な
つくりになるかな？

照合番号 部品名 材料 仕上がり寸法（厚さ×幅×長さ）mm 数量

木材① 側板 パイン集成材 10×100×132 1

木材② 底板 〃 10×100×160 1

木材③ 脚
あし

〃 10× 20×100 1

さしがね

さしがね

紙やすり

消しゴム
接
せっ

着
ちゃく

剤
ざい

弱い

荷重

強い

荷重

クランプ
卓上
ボール盤

ばん

鉛
えん

筆
ぴつ

刷
は

毛
け

だ いじょう ぶ

構想図

しくみの理解

材料取り図

金属

プラスチック

木材

めあてめあて

題材例①，②のいずれかに挑
ちょう
戦
せん
しましょう。簡単な作品

づくりの中にも，基本的な技能が詰
つ
まっています。

（集成材の場合）

（題材例①，②共通）
材料の特性に合わせた加工法と手順を知る。
材料の特性や加工の目的に合わせて，正確に加工できる。

5 つくってみよう

授業目安 2，3回授業目安 1，2回授業目安 1，2回授業目安 1，2回

のこぎり
（両刃）

木工やすり

クランプ

げんのう

ねじ回し

A B

①側板

②底板

③脚

製作の手順

① ②③

※切りしろを4mmとる。

※製作する前に必ず確認しましょう。

p311

組み立て図

② ①

③

26 27

A

つ
く
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て
学
ぼ
う

章
1

じ
っ
く
り
学
ぼ
う

章
2

学
び
を
深
め
生
か
そ
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章
3

材
料
と
加
工
の
技
術

編

つくって学ぼう1章

作業に適した服装，作業中の安全

めあて 安全に実習するために必要なことを知る。

キーワード 安全　 服装　 工具の扱
あつか

い　 工作機械
正しい操作方法　 整とん　 手入れ

工作機械の安全な利用法実習の安全な
進め方を知ろう

4

確認 安全に実習するために必要な服装，準備や片づけなどがわかりましたか。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

技術室の安全資料 2

● 作業の途中では，刃物
を作業台の真ん中に置
く。また，作業が終わ
ったらすぐに片づける。

● 刃
は
物
もの
の先

せん
端
たん
は，鋭

えい
利
り
な

ので，手で触れない。

● 刃物を扱うときは，絶
対に振り回さない。人
に刃先を向けない。

● 刃物を持ち運ぶ際は，
柄の部分を持って周囲
の安全を確認して運ぶ。

● 工具や道具は，安全に
作業ができるよう整理
して作業台に置く。

● 作業中に使用しないも
のは，机の下にしまっ
ておく。

● 引火しやすい塗
と
料
りょう

を扱う場合は，十
分に換

かん
気
き
する。

電動の工作機械は，効率よく正確に加工できる反
面，使い方を誤ると，大きなけがにつながります。
正しい操作方法を理解して，安全に作業しましょう
（ 資料　・資料　・資料　・4 ）。

作業に適した服装資料 1 工場などのものづくりの現場には，
「安全第一」などの標語が掲

かか

げられて
います。実習では安全を優先して作業

に取り組むことが最も大
切です。作業に適した服
装や安全な工具の扱い，
実習の約束ごとなどを必
ず確かめてから，作業を
しましょう（ 資料　・資料　・資料　・2 ）。

● 細かい切りくず
が目に入らない
ように，保護眼
鏡や防じんマス
クを着用する。

● 髪
かみ
が工作機械に巻き込

こ
まれ

ないように，帽
ぼう
子
し
をかぶる。

安全

安全

万が一，事故やけがが発生したら
● 切り傷ややけどをした場合は，すぐに先生に報告し適切な処置を受ける。
● 塗料などが目に入ったら，すぐに水で十分に洗い流し，医師の手当てを受ける。
● 作業後は，手を石けんでよく洗い，汚

よご
れたままにしない。

電動の工作機械
資料 3

作業後に注意すること

作業を終えたら，作業台の上や実習
室全体をきれいに整とんしましょう。
使い終わった工具や道具は，元あった
位置に正しく戻

もど

します。
また，工具や道具は適切に手入れを
して，次の人が安全に使えるようにしま
しょう（ 5資料 ）。

作業後の点検事項資料 5

● 工具はきちんと整理して保管する。
● 切りくずを残さないように，丁

てい
寧
ねい
に清掃を行う。

● 先生の指示で，ゴミを分別する。
● 作業台とイスを元の場所に片づける。
● 学校で決められたことを守る。

工具の整とん イスを上げる

❷基本的な操作
・必ず１人で操作する。
・電源スイッチをＯＮにして作業を始める。

❶始動前
・作業スペースが整とんされているか確認する。
・機械の部品を点検する。
・保護眼鏡や防じんマスクを着用する。
・周りの人の動きに注意する。
・電源プラグを奥まで差し込む。

❸作業終了後
・電源スイッチを
OFFにする。

・機械が停止する
までは，回転部
を絶対に触

さわ
らな

い。
・機械が停止した
ら，切りくずを
刷
は
毛
け
で清

せい
掃
そう
する。

電動の工作機械を安全に利用する手順資料 4

● 手元が暗くならないように，十分に採光する。

卓上ボール盤
ばん

糸のこ盤

にお

● 切り口が鋭
するど
い金属

を加工するときは，
手
て
袋
ぶくろ
をする。普

ふ
段
だん

はしない。

● 工具に肌
はだ
が触

ふ
れな

いように，腕
うで
や足

などをなるべく出
さない。

衛生● 刃物を持ち運ぶ際は，
柄
え
の部分を持って周囲
の安全を確認して運ぶ。

5

10

5

10

24 25

実習前に安全を学ぶ1 章

1章

２章

題材をつくりながら基礎を学ぶ

課題を見つけて設計製作する

教科書を見て実習題材を完成できるように，作業
手順を一つひとつ丁寧に示しました。作業を行い
ながら学習したい基礎技能内容を示しました。

実習に入る前に，安全で楽しく実習を行うため
の決まりごとを示しました。各編すべてで取り
上げています。

本書での実習を進める上で，安全で正確な技能
を習得したいとき参考にできます。

本書で学習した，設計・計画の流れを基に，自
分で構想を立てて実現するために，各編のワー
クシートを切り取り式で巻末に設けました。

２章では，設計・計画の流れについて学習します。
１章での実習体験を活かしながら，生徒自ら課題
を見つけて，設計・計画をして題材をつくります。

 別冊「技術ハンドブック」

 切り取り式ワークシート「設計計画表」

❶ 問題を発見する ❷ 目的や条件をもとに構想を考える

【 A編 】設計計画表にまとめよう

生活の問題点をかこう。

❸ 構想を具体化する ❹ 設計をまとめる
機能（役割，はたらき，
使いやすさのこと） 材料（材料の特性を有効に利用する）

加工法（材料に適した工具と手順）

構想図（全体の形や大きさ，構造がわかるようにかき表した図）をかこう。

構造（丈夫にする組み合わせ方や
接合方法のこと）

使用する目的をかこう。

設計の手本の選択

製作品のイメージを
スケッチにかき表してみよう。製作する条件 使用する条件

□本立てタイプ □ボックスタイプ □組み合わせタイプ

年　　　組　　　番　名前月　　　日
提出日

その２. 題材を実践して
問題解決の力がつく教科書

A
材
料
と
加
工
の
技
術

編

姿勢

けがいた線に沿って切断します。
刃
は

物
も の

の扱
あつか

いは，十分に気をつけましょう。

❶材料を工作台やイスに，
クランプでしっかり固定
する。

❷指の関節をのこ身に当
て，引きみぞを正確に切
り込む。

❸のこぎりを前後に動か
すが，手前に引くときに
軽く力を入れる。

かたい板，厚い板の場合

標準

30°

やわらかい板，
薄い板の場合

ひきこみ
　角度

❹木が欠けないように，
机からはみ出している側
を友だちに支えてもらう。

先

もと

のこ身

刃わたり

のこぎり

のこぎりの刃先は交
こう
互
ご
にふり分けて曲げてある。こ

れを「あさり」と呼ぶ。あさりによって，のこ身の
厚さよりも幅の広い引きみぞができるので，摩

ま
擦
さつ
が

小さくなり，切りくずを外に出しやすくなる。● 横びき用の刃
繊
せん
維
い
を横断して

離
はな
す。

● 縦びき用の刃
繊維に沿って切
り離す。

　材料をしっかり固定し，のこ身と顔
の中心が一

いっ
致
ち
するように，のこ身を真

上から見て構える。
　手前に引くときに軽く力を入れ，押

お

すときに力を抜
ぬ
く。刃わたりの全体を

使ってリズムよく切る。

● 切り終わりの勢いで手や
足を切らないように，切り
終わりを注意する。

安全

首 ❶テーブルの穴に刃を通し，
下部刃どめに固定する。調
整ノブを押さえながら，上
部刃どめに固定する。

❷材料を上から押さえて，
ゆっくりとけがき線に沿っ
て材料を移動させる。

糸のこ盤
ば ん

弓のこ プラスチック
カッタ

材料を両手でしっかりと
テーブルの上に押さえ，
顔や頭を近づけすぎない。

● 刃が曲がって切り込んだ場合は，刃が折
れやすくなる。引き抜いて，別の場所から
切り始める。● 切断中は，刃や材料が摩擦
で熱くなるので気をつける。

● 刃の進行方向に手を置かない。● 切断面
は鋭

するど
くなるので手で触

さわ
らない。● 人にプラ

スチックカッタを渡
わた
すときは刃を向けない。

糸のこ刃の向き
に注意！

のこ身の厚さ（0.5mm）

引きみぞの幅（0.8mm）

安全

● 刃がしっかり固定されているか確認する。● 切りくずや折れ
た刃の破片が飛び散ることがあるので，保護眼鏡を着用する。
● 両手で押さえられない小さな材料は切断しない。

安全

安全

❶

❷

❸

刃の比較

姿勢

あさり

作業手順

作業手順

押すときに力を入れる。

姿勢

材料をしっかり万力で固
定する。材料に傷がつか
ないように当て材をする。
柄とフレームを両手でし
っかり持つ。体全体で押
すように，まっすぐに切
る。

作業手順

❶切断線に鋼尺をあてて，切
れ刃で板厚の１／３くらいみ
ぞをつける。

作業手順

切
せっ
削
さく
油を使うと，

摩擦が減り切り
やすくなる。

押す方向
（切れる方向）

背は切断面を削
けず
るのに使用。

切れ刃はみぞを切るときに使用。

調整ノブ

上部刃どめ金具 糸のこ刃

テーブル

下部刃どめ金具

取りつけねじ のこ刃

フレーム

柄
え

上下を入れ替える

残す

残りを切る

❷工作台のかどを利用して，
軽く力をかけて割る。
❸カッタの背で，切断面を平
らに削る。

背

切れ刃

かたい板や厚板の場合はのこぎりを
３０°より立てて引く。

切断

かたい板，
厚い板の場合

標準

引き込み
角度
30°やわらかい板，

薄
うす
い板の場合

● 片刃のこぎり
　の場合

● 両刃のこぎり

基礎
技能

柄
え

4 5
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じっくり学ぼう2章

つ
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学
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く
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そ
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部品表

題材例 背板で支える

調味料ホルダー
3

　背板を取りつけることで，側板が外へ広がる力を，
背板によって内側に引っ張ることができます。
　また，背板のねじ留めの位置は，三角形を意識し
て決めましょう。

　下図のように，側板の間に棚
たな
板
いた
を入れてしまうと，

接合ができなくなり，背板の引っ張りで全体を支え
ることができません。
　側板を１枚にすることで，棚板を取りつけても，
背板の引っ張りで全体を支えることができます。

照合番号 部品名 材料 仕上がり寸法
（厚さ×幅×長さ）mm 数量

① 側板 パイン集成材 12×50×70 2
② 底板 〃 12×70×226 1
③ 背板 〃 12×50×250 1
④ 前板 PET樹脂板 2×32×250 1
⑤ 仕切り板 亜鉛メッキ鋼板 0.3×20×200 1

設計の勘所

金属

プラスチック

木材

あなたが考えた設計をもとに，製作をしましょう。
p38，39の基本型１，２，３のいずれかを選び，それぞれの
目的や条件の例，構造の特徴を踏

ふ
まえて製作を行いましょう。

めあてめあて

使用目的や条件に合う基本型を選び，自分の製作品を設計できる。
設計に沿って，安全で正確に製作できる。
使用目的や条件に合う製作品を完成できる。

3 設計に沿った製作をしよう

「背板」で板の広がりを支えよう 「側板」は大きく１枚でとろう

1 2 3 4
けがき1

切断2

3 切
せ っ

削
さ く

4

検査5

ねじ接合11

点検12

授業目安 1，2回授業目安 1，2回授業目安 1，2回授業目安 1，2回

けがき6

切断7 8

切削9 10

木材の下穴あけ15

完成17

16 接合

部品図

226

t12

7
0

250

95 9530 30

5
0

6

3
0

10
10

t12
7×1.5 キリ

6

材料取り図

250

3
2 1
0
0

t2

①側板

⑤仕切り板（亜鉛メッキ鋼板）④前板（PET樹脂板）

③背板②底板

パイン集成材 PET樹
じゅ

脂
し

板

亜
あ

鉛
えん

メッキ鋼板

・ 十字穴つき皿木ねじ（呼び径2.1mm，長さ25mm） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11本
・十字穴つき丸木ねじ（呼び径3.1mm，長さ10mm） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6本
・接着剤　　

●そのほかの材料

製作の手順

木材の
加工

PET樹脂
板の加工

木材の
組み立て

PET樹脂
板の接合

（題材例③～⑤共通）

13 14 下穴あけ

200

2
0t0.3

⑤

2
01
0

10 10

25 2540 4070

200

t0.3
70

5
0

t12

6

24 24

2×1.5キリ

80

250

80

3
2

6
66

t2

6

4×3キリ

226

22670250
650

1
5
0

5
0

7
0

70

70 25070

44

切断線仕上がり寸法線

t12 ② ① ① ③

②

④

①①③

構想図

2
0

3
2

5
0

226250

70 82

t12

④前板

⑤仕切り板
①側板

②底板 ①側板

③背板

50 51

A，B，C，D編いずれでも，
実習題材に入る前に，
その学習に応じた，安全
学習を行います！

実習のエッセンスが
詰まっています！

自分の設計を実現
できます！



（３）

●スクラッチ（ビジュアル型）●

●なでしこ（日本語入力型）●

●ドリトル（日本語入力型）●

①問題解決的な学習のために

②小中高の連携（プログラミング言語）

　小学校や自宅での体験を活かせるよう
に，ビジュアル型のプログラミング言語を
掲載しています。また，高等学校や将来に
生かせるように，日本語入力型のプログラ
ム言語も掲載しています。

技術分野の学習過程

この教科書の設計・計画（４ステップ）の進め方

その３. 新しい時代に
対応する教科書

下の手順を基本にして，各編での特色を加えた
設計・計画がたてられる構成になっています。

既存の技術の理解
・技術に関する原理や法
則，基礎的な技術の仕組
みを理解するとともに，
技術の見方・考え方に気
付く。

技術に関する科学的な理解に基
づいた設計・計画
・課題の解決策を条件を踏まえ
て構想（設計・計画）し，試行・
試作等を通じて解決策を具体化
する。

課題解決に向けた製
作・制作・育成
・解決活動（製作 ･
制作・育成）を行う。

成果の評価
・解決結果及び解決
過程を評価し，改善・
修正する。

次の問題の解決の視点
・技術についての概念の理解を
深め，よりよい生活や持続可
能な社会の構築に向けて，技
術を評価し，選択，管理・運用，
改良，応用について考える。

課題の設定
・生活や社会の中から技術に関わる
問題を見いだし，それに関する調査
等に基づき，現状をさらに良くした
り，新しいものを生み出したりする
ために解決すべき課題を設定する。

A
● 生活の中で，こうした
いという願いや問題を
見つける。

● 何を，何のためにつく
るのか，どんな条件を
満たす必要があるかを
確かめ，大まかな機能
や構造を考える。

● 材料を選び，寸法や形
状，部品の組み合わせ
方，加工法などを細か
く決めていく。

● 全体の形状や寸法を構
想図に，部品の形状や
寸法を部品図や材料取
り図にまとめていく。

● 作業の計画を立てる。

設計をまとめる構想を具体化する目的や条件をもとに
構想を考える　1 3 42問題を発見する

ス
テ
ッ
プ



（４）

基本事項 教育基本法の遵守 教育基本法第２条の目標を達成するために，対照表のとおり第１号から第５
号の目標を念頭に置いて編修しました。

学習指導要領の遵守 ① 学習指導要領に示された内容項目については，対照表のとおりすべて扱っ
ています。

② 生徒がよりよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造する資質・能力を
身につけられるように，基礎的・基本的な知識を精選し，身につけた知識
や技能を使った実践的・体験的な課題解決学習を重視して編修しました。

内容・系統性 配列・分量・他 ①３年間の学習８７．５時間を見とおした編集内容にしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②  1 章は社会を支える技術，2章は技術による問題の解決（【Ｄ編 情報の技術】
は 2章 3章 )，3章は社会の発展と技術 (【Ｄ編 情報の技術】は 4章 ) の
技術の 3要素を学習し易いように段階的な配列としました。

教科等の関連 小学校と中学校の他教科とのリンクマークを設けました。
資質能力の育成 ① 「見つける・学ぶ・ふり返る」を基本配列としました。「見つける」で学習

意欲を喚起，「学ぶ」で自主的に学習，「ふり返る」で学習理解の確認がで
きます。

②  1 章の製作題材は基礎技能が学べる優しい題材とし，2章 (【Ｄ編 情報の
技術】は 2章 3章 ) では問題発見ができる製作題材としました。

多様な学習の実現 (アクテ
ィブラーニングの実現 )

各編に「やってみよう」として，自ら学ぶグループで学ぶ／問いかけを多数
設けました。

現代的・社会的・課題への
対応 (いじめ・情報モラル
ほか )

【Ｄ編 情報の技術】では，「情報モラル」を取り上げ，資料・図説の解説だけ
ではなく，「やってみよう」で実際の事例やネット依存度のチェックができる
ようにしました。

伝統文化の尊重 【Ａ編 材料と加工の技術】には，日本の伝統的な加工法を掲載しました。
社会の持続可能な発展 ① 各編の 3章 (【Ｄ編 情報の技術】は 4章 ) に社会の発展と技術におけるプ

ラスとマイナスの資料を掲載して，自ら考え判断できる内容にしました。
② 【Ｃ編 エネルギー変換の技術】の 3章には社会と関連させたサスティナビ
リティーの資料を掲載しました。

その他 地域教材の活用・開発 各編に各地域の伝統文化や産業を掲載しました。
資料活用・情報活用・ＩＣ
Ｔ活用

ＱＲマークからより深める内容と動きの確認ができるデジタル資料を掲載し
ます。

特別支援教育の観点からの
配慮

ガイダンスに特別支援学校での実習の事例を掲載しました。

文字 生徒が読みやすいように，本文の文字の大きさを大幅にアップしました
（18Q）。「資料」は一目で判別できるように黄色で示しています。

判型・印刷・製本 見やすく理解しやすい紙面を実現と，机上のスペースの確保のためにAB判
縦長変形としました。

安全への配慮 安全のマークだけではなく，ガイダンス並びに各編の実習前に必ず注意して
ほしい内容を図説で解説しております。

今日的な教育課題への配慮 環境・衛生・伝統文化・知的財産・安全・情報モラル・共生・消費者・防災
のマークを設定して，生徒に一目で分かるようにしました。

興味・関心を高める工夫 ① 各編の 2章 (【Ｄ編 情報の技術】は２章 3章 ) で設計・計画を丁寧に掲載し，
生徒自ら問題解決がしやすいように巻末に切り取りワークシートを付けま
した。

② 今までの技能資料を別冊ハンドブックにし，本紙の製作題材の確認や実習
中の確認できるようにしました。

人権上の配慮 写真やイラストに登場する男女の比率，役割などに偏りがないように配慮し
ました。

地域性の配慮 各地域の職業人にインタビューをしたり，全国の博物館の情報を掲載してお
ります。

知的財産 技術立国である日本にとって重要な特許や意匠など，知的財産に関する資料
を各編で取り上げています。

　教科書の特色



（５）

内容 章 ページ 番号 タイトル・題材名 要素・項目 観点 キーワード 配当
時数 合計

ガイ
ダンス ①－ 9 技術を見つけよう，目次，使い方，安全，わたしたちの生活を支え

る技術，より作業しやすい環境づくり ABCD 知識・技能，態度 安全・衛生・環
境・共生・防災 2 2

A
編

材
料
と
加
工
の
技
術

1章

12-13 1 材料の技術と加工の技術を見つけよう A(1) ア 知識・技能，態度 環境 1

19

14-21 2 材料の特性を調べよう A(1) ア 知識・技能 防災
22-23 3 問題を解決する工夫を考えよう A(1) イ 思考・判断・表現 環境

124-25 4 実習の安全な進め方を知ろう A(2) ア 知識・技能，安全 安全・衛生
26-33 5 つくってみよう A(1) ア (2) イ 知識・技能 安全 2
34-35 6 1 章で学んだことをまとめよう A(1) アイ 知識・技能，態度 伝統 1

2章

36-43 1 設計のしかたを知ろう A(2) イ 思考・判断・表現 知財 3
44-49 2 図や表を読み取ろう A(2) ア 思考・判断・表現 知財 2
50-69 3 設計に沿った製作をしよう A(2) ア イ 思考・判断・表現 知財 6
70-71 4 2 章で学んだことをまとめよう A(2) アイ 思考・判断・表現，態度 伝統 1

3章
72-75 5 社会の発展と材料と加工の技術 A(3) アイ 知識・技能，思考・判断・

表現，態度 環境・共生
2

76-77 6 A編のまとめ A(1)(2)(3) 知識・技能，思考・判断・
表現，態度 共生

B
編

生
物
育
成
の
技
術

1章

80-81 1 生物を育てる技術を見つけよう B(1) ア 知識・技能，態度 環境 1

14

82-83 2 生物を育てる技術を知ろう B(1) ア 知識・技能 環境
84-85 3 実習や見学の安全な進め方を知ろう B(2) ア 知識・技能 安全・衛生 1
86-87 4 育ててみよう B(1) ア (2) イ 知識・技能 衛生 1
88-89 5 生物を育てる技術の工夫を調べ考えよう B(1) イ 思考・判断・表現 環境・衛生 0.5
90-91 6 1 章で学んだことをまとめよう B(1) アイ 知識・技能，態度 伝統 0.5

2 章

92-95 1 生物育成の計画を立てよう B(2) イ 思考・判断・表現 知財 2
96-105 2 計画に沿って作物を栽培しよう B(2) アイ 思考・判断・表現 安全・衛生 4
106-111 3 家畜や水産生物を育てる技術を体験しよう B(2) アイ 思考・判断・表現 安全・衛生 1
112-113 4 2 章で学んだことをまとめよう B(2) アイ 思考・判断・表現，態度 知財 1

3章
114-117 社会の発展と生物育成の技術 B(3) アイ 知識・技能，思考・判断・

表現，態度
環境・知財・
共生 2

118-119 B 編のまとめ B(1)(2)(3) 知識・技能，思考・判断・
表現，態度 環境

特集 120-121 技術で創造する社会　Society5.0 C(3)　D(4) 知識・技能 発展

C
編

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術

1章

124-125 1 エネルギー変換の技術を見つけよう C(1) ア 知識・技能，態度 環境 1

17

126-129 2 電気に関する技術を知ろう C(1) ア 知識・技能 環境 1
130-131 3 機械に関する技術を知ろう C(1) ア 知識・技能 安全 0.5
132-133 4 実習の安全な進め方を知ろう C(2) ア 知識・技能 安全・衛生 0.5
134-137 5 つくってみよう（電気） C(1) ア (2) ア 知識・技能 安全 2138-141 6 つくってみよう（機械） C(1) ア (2) ア 知識・技能 安全
142-143 7 問題解決の工夫 C(1) イ 思考・判断・表現 防災 1144-147 8 保守・点検のしかたを知ろう C(1) ア (2) ア 知識・技能 安全
148-149 9 電気の安全な使い方を知ろう C(1) ア (2) ア 知識・技能 安全・衛生 1
150-153 10 発電について知ろう C(1) ア 知識・技能 環境 0.5
154-155 11 1 章で学んだことをまとめよう C(1) アイ 知識・技能，態度 安全 0.5

2 章
156-161 1 設計のしかたを知ろう C(2) アイ 思考・判断・表現 知財 3
162-177 2 設計に沿った製作を知ろう C(2) アイ 思考・判断・表現 安全 3.5
178-179 3 2 章で学んだことをまとめよう C(2) アイ 思考・判断・表現，態度 共生 0.5

3 章
180-181 社会の発展とエネルギー変換の技術 C(3) アイ 知識・技能，思考・判断・

表現，態度 環境・消費者
2

182-183 C編のまとめ C(1)(2)(3) 知識・技能，思考・判断・
表現，態度 環境・共生

D
編

情
報
の
技
術

1章

188-189 1 情報を処理する技術を見つけよう D(1) ア 知識・技能，態度 安全・防災 1

18

190-195 2 コンピュータが情報を処理するしくみを知ろう D(1) ア 知識・技能 共生 1
196-197 3 情報通信ネットワークのしくみを知ろう D(1) ア 知識・技能 共生 1

198-203 4 情報セキュリティと情報モラルを知ろう D(1) ア 知識・技能 モラル・
知財・衛生 1

204-205 5 情報の技術の工夫と利用を考えよう D(1) イ 知識・技能 安全・共生 0.5
206-207 6 実習の安全な進め方を知ろう D(1) ア (2) イ (3) イ 知識・技能 安全・衛生 0.5
208-213 特集 プログラムを学ぼう D(1) ア (2) ア (3) ア 知識・技能 知財・モラル 1
214-217 7 つくってみよう D(1) ア (2) ア (3) ア 知識・技能 知財・モラル 1.5
218-219 8 1 章で学んだことをまとめよう D(1) アイ 知識・技能，態度 知財・モラル 0.5

2 章

220-221 1 双方向性のあるコンテンツの技術を知ろう D(2) ア 知識・技能 消費者 1
222-227 2 双方向性のあるコンテンツの設計のしかたを知ろう D(2) アイ 思考・判断・表現 知財・モラル 4
228-231 3 設計を図で表す方法を知ろう D(2) イ 知識・技能 知財・モラル 1
232-243 4 設計に沿った双方向性のあるコンテンツを制作しよう D(2) アイ 思考・判断・表現 知財・モラル 4

3章

244-245 1 計測・制御システムの技術を知ろう D(3) ア 知識・技能 安全・防災 1

12

246-251 2 計測・制御システムの設計のしかたを知ろう D(3) アイ 思考・判断・表現 知財・モラル 2
252-261 3 設計に沿った計測・制御システムを製作しよう D(3) アイ B(2) アイ 思考・判断・表現 知財・モラル 6
262-263 4 2・3章で学んだことをまとめよう D(2) アイ (3) アイ 思考・判断・表現，態度 共生 1

4章
264-267 社会の発展と情報の技術 D(4) アイ 知識・技能，思考・判断・

表現，態度
モラル・
知財・共生 2

268-269 D編のまとめ D(1)(2)(3)(4) 知識・技能，思考・判断・
表現，態度 環境・共生

E
編

夢
を
か
な

え
る
技
術

270-271 扉 夢をかなえる技術 A(2)B(2)C(2)D(2)(3)思考・判断・表現，態度 環境・共生
4.5 4.5272-277 1 2 足歩行ロボット C(2)D(3) 思考・判断・表現，態度 環境・共生

278-283 2 バッテリチャージャ A(2)C(2)D(3) 思考・判断・表現，態度 環境・共生
ファイナル 284- ④ 先輩からのメッセージ，索引，博物館紹介，未来社会の創造 ABCD 思考・判断・表現，態度 環境・共生 1 1
切り取り
ワークシート A～D編 設計計画表にまとめよう ABCD(2) イ D(3) イ 思考・判断・表現

別冊
技術

ハンドブック

2-16 A編 けがき，切断，切削，穴あけ，組み立て，仕上げ A(1) ア (2) イ 知識・技能
14-23 B 編 栽培ごよみ，早見表，土・培養液，肥料，病害虫，成長管理 B(1) ア (2) イ 知識・技能
24-29 C編 はんだづけ，回路計，グルーガン C(2) アイ 知識・技能
30-39 D編 プログラミング言語，コンピュータ・タブレットの使い方，用語集D(2) イ 知識・技能

　２．対照表



合 計 0.75

編修趣意書
（発展的な学習内容の記述）

ページ 記述 類型
関連する学習指導要領の内容
や内容の取扱いに示す事項

ページ数

127 発光ダイオード（LED) が発光するしくみ 2

C（１）（ア）
電気、運動、熱の特性等の原理・法則と、エネルギー変換や伝
達等に関わる基礎的な仕組み及び保守点検の必要性について理
解すること。

0.25

191 音声のデジタル化の方法 2

D（１）（ア）
情報の表現、記録、計算、通信の特性等の原理・法則と、情報
のデジタル化や処理の自動化、システム化、情報セキュリティ
の必要性について理解すること。

0.5

受理番号 学校 教科 種目 学年
31-116 中学校 技術・家庭 技術・家庭（技術分野） 第一学年から第三学年

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名
６・教図 技術・702

技術・703  
　NEW 技術・家庭　技術分野　明日を創造する
　NEW 技術・家庭　技術分野　明日を創造する 技術ハンドブック


